特集 協働主義!/Part 1 これが私の協働主義! by unknown
Osaka University













1. — すべての出来事は であると考えよ．　
2. — を交感と共–生産の歓びとして享受せよ．
　3. — にしたがって私のかたちを発見しなおすこと．

























































































































































































































































































































































※ CSCD 主催として年に  回程度開
催。他に大阪・上町台地などの地域
にて開催されている。












































新潟県中越沖地震は、007 年 7 月 16 日
10 時 1 分  秒に発生した新潟県上中越
沖を震源とする地震。地震の規模を示すM








































































































































































































































































































































































































































9  防災クロスロ ドー（減災ツール）
災害対応力の向上を目指したカード形式のゲーム教材。参加















































































































































































































































































































バスとして運行を005 年 1 月より
開始した。
3  東灘交通市民会議









































































































































いけるぞ、というビジョン 7 を考える。さらに、情報公開 8 して現場で
議論をする 9 プラットフォームをつくる。D＋V＋PDCA、それにI（イン
フォメーション）、A（オープンアクセス）。現場では、大きな声で無理矢
理説得するとか、数値で抑え込むのではなくて、誠実に議論していくなか
で「そういう方向だね」という納得をどうつくるのかが課題です。説得は
意味をもちません。その上で、プロデューサーは、仕掛けた物語が動き
出したら去る。流れ者は去るということ、撤退の流儀も重要なのです。
こうしたコーディネーター力。専門のことができるだけでなくて、現場
に対応して、その専門を生かしながらいろんなことができる人間が、現場
では求められる。自治体の財政危機のときに、経営の人が出てきて、こ
れを減らせ、切れ、と一方的に指示するだけでは、財政を改善できても、
まちをよくすることはできません。こんなふうにしたらいい、こんなことが
できる、とみんなで議論する。そして、どうしたら効率的にできるか、そ
のため財政をどうするかを、市民の議論のなかで練り上げていかなけれ
ばなりません。夢を上手に作る、夢を現実的なプログラムにする、その
ための戦略をちゃんと組み込む、そういうことが重要です。
こういう都市のコミュニケーションの考え方として、真言密教：大日如
来の世界が参考になる。密教では両界曼荼羅でその世界観を示していま
す。両界曼荼羅には金剛界と胎蔵界があります。金剛界とは技術の世界
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です。胎蔵界とは簡単にいうと、暮らしです。金剛界というのは知恵と技
術で成り立っている。論理で事実を説得していく。こうだというふうに思
い込んでいく。研究を貫徹するためには、我儘をとおすというのは重要
なことです。例えば交通システムの技術を使ったり、都市計画のハ ドーを
使ったり、土木計画をたてたり、計算したり、それが重要です。一方で、
胎蔵界というのがある。胎蔵界とは智慧です。「ちえ」の字が違います。
心理に働きかけるような共感、慈悲で同情を誘発し、思いやる。「納得」
を誘発することが「社会工学における態度変容」にとって重要です。例
えば、車に頼らない社会をつくるというようなモビリティ・マネージメント
というのは、難しい。「やっぱり車便利やし」となる。それをどうやって
変えてもらうかというと、現場で一緒に共感するようなありかた、そうい
うようなアンケートのとりかた、コミュニケーションの練り上げをする。こ
れが協働のまちづくりで大変重要なことになるのです。
社学連携とは何か。例えば、土木計画は正義の実践である、土木計画
そのものが、きちっと現場から立ち上がっていればよいのだから、社学
連携の理念を議論している暇はない、何やってんの？　というご意見も
あると思います。コミュニケーション技術や語学などは、留学したり現場
で実践したりしている間に、必要にせまられて身につくのではないか、と
いう意見もある。僕としては、知識知と同等に実践知が重要だと思いま
す。土木計画でも、無理な需要予測や、ビジョンを見失う、コミュニケー
ションレスで方向を見失うことが多々あります。ですから、工学の専攻の
実践をやってれば社学連携は充分、CSCDの教育は必要ない、とは言え
ないでしょうね。専門を超えるメンバーで、社学協働のフィールドワーク
をもっと実践する必要がある。そういう多様な学生による実践知が重要で
す。そういう意味で、USRをどう組み立てていくのかというのは大学とし
て重要なことですし、CSCDの社学連携の取り組むべきミッションだと考
えています。今後は、理念や技量にとどまることなく、現場実践で鍛えら
れる経験知が重要なのではないかと思っています。
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